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（１）現状の水害リスク情報

①千代川における水害の概要
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○千代川は鳥取県東部に位置し、中国山地を源流として鳥取平野を貫流し、日本海に注ぐ一級河川。
○幹川流路延長52km(一級水系93/109位）、流域面積1,190㎞2(同56位）、流域内人口約20万人(同48位）の河川。
○下流部の氾濫域には、多くの人口・資産、行政・医療機関、空港及び駅といった重要な公共施設を多数抱えている。
→大雨により氾濫が発生した場合の被害は甚大。

流域面積 １，１９０ km2

幹川流路延長 ５２ km

流域内人口 約 ２０ 万人

想定氾濫区域面積 ６４ km2

想定氾濫区域内人口 約 ９．４ 万人

■千代川の概要

■位置図

■流域及び氾濫域の諸元
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○千代川は全国的に見ても有数な急流河川。
→洪水は短時間で一気に海まで流れ出る（洪水時の初動時間が短い）
→水の流れのエネルギーが大きいため、川岸や護岸が洗堀されやすく、下流部では土砂が堆積しやすい

■千代川の特徴（１）

吉井川
幹川流路延長 L＝133km
流域面積 A＝2,110km2

千代川
幹川流路延長 L＝52km
流域面積 A＝1,190km2
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千代川は分水嶺である中国山地を挟んで吉井川と相対している。
中国山地は日本海と瀬戸内海の中央より日本海側へ大きく片寄っているた

め、鳥取県内の河川は勾配が急である。

山陰側の千代川
の幹川流路延長
が52kmであるの
に対して、山陽側
の吉井川は133km
と約2.5倍である。

山陰側の千代川は、山
陽側の吉井川に比べて、
平均勾配が約2.5倍急で
ある。
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○千代川流域の年間の平均降水量は約2,000mmで、全国平均(約1,700mm)よりも多い。
○同規模の支川が放射状に合流する流域形状であるため、洪水が鳥取平野に向かって同時に集中する。
→各支川の洪水が同時に集中し水量が多くなる
→水位の上昇が急激となる（洪水時の対応時間が短い）

■千代川の特徴（２）

支川が本川に向かっ
て放射状に流入する
場合、各支川の洪水
が同時に集中し水量
が多くなる

下流の支川の洪水が
流下した後に上流の
洪水が流下するので
水量が少ない
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○千代川下流域の鳥取平野は、低平地であることから水害を受けやすい。
○千代川河口には標高の高い砂丘が形成されていることから、鳥取平野は水はけが悪い。
→内水被害のリスクが高い
→浸水の解消に時間がかかる

■千代川の特徴（３）

現在の鳥取平野付近は、約6000年前の縄文海進の時
代には内湾であったが、その後の海退と千代川からの
土砂流出による埋立により、奈良時代（8世紀）頃ま
でに概ね現在の砂丘と平野が形成されたと考えられて
いる。

縄文海進時の鳥取平野
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○昔の千代川は、大洪水が頻発に起こって荒れ狂うので「因幡の国の暴れん坊」といわれていた。
○江戸時代には、藩（行政）による計画的・抜本的な治水事業が実施されないまま農耕地や城下町の拡張が進められたた
め、洪水が多発した。
→藩政期２６５年で１０５回の洪水が発生（２．５年／回）
→藩政期末の河道は計算上１／２程度であり、藩政期末の５０年では２７回の洪水が発生（１．８年／回）
○五水記（ごすいき）…洪水の記憶を今に伝える本邦随一の古記録
文禄2年（西暦1593年）から寛政7年（西暦1795年）までの約200年に起きた鳥取県内で最も大きな洪水を5つ選り抜き記
録したもの。鳥取藩の医師、中本友直によって寛政8年（西暦1796年）に著された。

■千代川における水害との戦いの歴史

①高麗水（こうらいみず）：文禄2年（西暦1593年）8月
豊臣秀吉の唐入り（文禄の役）の時期に起こったため「高麗水」と呼ばれる。 溺死した人や牛馬も多く、死体で道が塞がる程
だったと言われる。若者が徴募されたため被害が拡大し、復旧もはかどらなかった。

②遷封水（おくにがえりみず）：寛永12年（西暦1635年）8月12日
池田光政と光仲との国替えの後すぐに起こったため「遷封水」と呼ばれる。 城下は8尺～
1丈(約2.4～3m)浸水し、溺死者が200人ほど。国替えに付き従ってきた士族や商人たちは苦
労が大きく、溺死者も多かったと言われる。

③種稲水（うえつけみず）：寛文13年（西暦1673年）5月14日
5月の種稲時に起こったため「種稲水」と呼ばれる。 城下には3～5尺(約0.9から1.5m)の水
溜りができ、堤外は1丈(約3m)に達した。稲を植え終わったと同時の洪水だったので、田んぼ
への被害も大きかったと言われる。

④丁酉水（とりのとしみず）：享保14年（西暦1729年）7月15日
丁酉（ひのととり）に起こっため「丁酉水」と呼ばれる。浸水は浅いところで1、2尺(約0.3～
0.6m)、深いところで6、7尺(約1.8～2.1m)。 この年は雨がしばしば降って8月、9月も大水があ
り、五穀は実らず国中困窮したと言われる。

⑤乙卯水（うとしのみず）：寛政7年（西暦1795年）8月29日
乙卯（きのとう）に起こっため「乙卯水」と呼ばれる。水は堤内で4、5尺(約1.2～1.5m)から1丈
(約3m)を越した場所もあった。溺死者は600人を超え、被害総額はおよそ21万石相当と言われる。 五水記
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○過去の主な水害としては、鳥取平野が水没するほどの被害を受けた大正7年の大洪水、戦後最大流量を観測し、下流の
鳥取平野で大規模な内水被害が発生した昭和54年10月洪水、近年では平成10年10月洪水で用瀬において千代川か
らの越水と支川の排水不良により浸水被害が発生しています。

■千代川の主な洪水

平成10年10月洪水平成10年10月洪水 平成23年9月洪水 平成25年9月洪水

用瀬市街地浸水状況鳥取市用瀬町増水状況 鳥取市倉田地区被災状況 鳥取市美保南地区内水氾濫状況

千代川
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死者
(人)

負傷者
(人)

流失
全壊
半壊
(棟)

床下
床上
浸水
(棟)

大正元年 9月22日洪水 　台風 (約3,100) 不明 70 不明 不明

大正 7年 9月14日洪水 　台風 (約6,400) (204) 30 24 702 13,186 7,337町 既往最大

大正12年 9月15日洪水 　台風 (約5,700) (325) 2 9 74 11,023 1,861町

昭和 9年 9月21日洪水 　室戸台風 (約3,200) (199) 11 14 1,476 7,529 4,014町

昭和34年 9月26日洪水 　伊勢湾台風 約2,500 (207) 2 2 73 5,432 2,833町

昭和36年 9月16日洪水 　第2室戸台風 約2,700 (180) 2 2 37 351 293

昭和51年 9月10日洪水 　台風17号 約3,300 295 2 － 12 732 185

昭和54年10月18日洪水 　台風20号 約4,300 278 － － － 1,355 510 戦後最大

平成 2年 9月19日洪水 　台風19号 約2,500 335 － － － 105 17

平成10年10月18日洪水 　台風10号 約3,600 167 － － 16 185 20

平成16年 9月29日洪水 　台風21号 約3,200 206 － － － 38 0

平成23年 9月 2日洪水 　台風12号 約2,100 274 － － － 6 6

平成25年 9月 3日洪水 　秋雨前線 約2,200 180 － － － 1 －
　注1）行徳地点最大流量：大正元年～昭和9年は流出計算、昭和34年以降は流量観測による

　注2）48時間雨量：大正元年～昭和36年は2日雨量

　注3）人的被害、家屋浸水、田畑浸水等：大正元年～昭和34年は千代川史、昭和40年以降は水害統計による

田畑
浸水等
(ha)

備考

9,876

洪 水 名 成 因
行徳地点
最大流量
(m3/s)

48時間
雨量
(mm)

人的被害 家屋被害



○既往最大流量（６，４００ｍ３／ｓ）を観測し、鳥取平野が水没するほどの大洪水。
○鳥取市国府町にある美歎水源地堰堤が決壊。

■千代川の主な洪水（大正７年９月洪水）

流域平均２日雨量：２０４ｍｍ
行徳地点最大流量：約６，４００ｍ３／ｓ

決壊した美歎水源地堰堤（鳥取市国府町美歎地区）

陸軍による送水管復旧状況（鳥取市国府町町屋地区）

↑浸水状況（鳥取市大工町頭）

←鳥取市役所玄関前洪水進入線
ＴＰ ７．２２ｍ
路面上約３．０ｍ
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○流域各所で破堤被害が発生し、戦後最大の洪水被害が発生。

■千代川の主な洪水（昭和３４年９月洪水：伊勢湾台風）

流域平均２日雨量：２０７ｍｍ
行徳地点最大流量：約２，５００ｍ３／ｓ

稲常橋流失状況（鳥取市河原町）

千代川

破堤状況（鳥取市河原町／曳田川合流点付近）

浸水状況（鳥取市立川町二丁目付近）
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○戦後最大流量（４，３００ｍ３／ｓ）を観測。
→現在の千代川河川整備計画の整備目標流量

■千代川の主な洪水（昭和５４年１０月洪水）

千代川
国道53号

ＪＲ因美線

流域平均４８時間雨量：２７８ｍｍ
行徳地点最大流量：約４，３００ｍ３／ｓ

湯所川

河岸浸食状況
（鳥取市用瀬町鹿の子）

浸水状況（鳥取市吉成地区）

浸水状況（鳥取市湯所地区）浸水状況（鳥取県庁前）
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（１）現状の水害リスク情報

②浸水想定区域図
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■浸水想定区域図
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○浸水想定区域図を公表する目的
・大規模な洪水が発生した場合でも命を守る行動が適切に行われるよう検討しておくことが必要であり、その主旨で改正さ
れた水防法にもとづいて、想定最大規模降雨による浸水想定区域図等を公表。
・自治体が比較的発生頻度の高い計画規模の浸水想定も踏まえた避難の検討ができるよう、従来と同じ計画規模の洪水
による浸水想定区域も同時に公表。
○千代川、新袋川・袋川及び八東川の浸水想定区域図は平成28年6月9日に公表済み。
浸水想定区域図（千代川水系） http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/river/flood/index.html

命を守ることを最重要課題と
して取り組む

命と財産を守るための
施設整備

大雨等の規模

千代川流域で100年に1回
程度降る大雨を対象

過去に山陰地区で降った
最大の大雨

命を守ること（避難行動）を優先とするため、
被害が最大となるよう、計算条件を設定

大雨等の規模

今後 想定し得る最大規模の降雨で、命を守るための検討を実施！！

命と財産を守るための
施設整備

千代川流域で100年に1回
程度降る大雨を対象

現況の堤防等の能力の規模 堤防等設計の計画の規模 想定し得る最大規模

現況の堤防等の能力の規模 堤防等設計の計画の規模

これまで 堤防等を設計する規模の降雨しか想定していない



■浸水想定区域図（計画規模）

N
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○千代川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、洪水防御に関する計画の基本となる年超過確率1/100
（毎年、１年間にその規模を超える洪水が発生する確率が1/100（１％））の降雨に伴う洪水により千代川が氾濫した場合
の洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深をシミュレーションにより予測したもの。

計画規模降雨（325mm/48hr）



■浸水想定区域図（想定最大規模）

○千代川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により千代川が氾濫し
た場合の洪水浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深をシミュレーションにより予測したもの。

N
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想定最大規模降雨（508mm/48hr）



■浸水継続時間図

N
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○千代川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により千代川が氾濫し
た場合の浸水継続時間をシミュレーションにより予測したもの。
○堤内地の浸水継続時間は最大で3日未満となった。



■家屋倒壊等氾濫想定区域図（氾濫流）

N
○千代川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水により千代川が氾濫し
た場合の家屋倒壊等をもたらすような氾濫の発生が想定される区域（家屋倒壊等氾濫想定区域）をシミュレーションによ
り予測したもの。

16堤防決壊に伴い木造家屋が倒壊した状況



■家屋倒壊等氾濫想定区域図（河岸侵食）

N
○千代川の河道及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に伴う洪水による千代川の河岸の
侵食幅を予測したもの。

17河岸侵食により家屋が倒壊した状況



■浸水想定区域図（計画規模／鳥取県庁・市役所周辺拡大図）
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N

鳥取河川国道事務所

鳥取県庁

鳥取市役所

ＪＲ鳥取駅

鳥取気象台

鳥取県土整備事務所



■浸水想定区域図（想定最大規模／鳥取県庁・市役所周辺拡大図）
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N

鳥取河川国道事務所

鳥取県庁

鳥取市役所

ＪＲ鳥取駅

鳥取気象台

鳥取県土整備事務所



（２）現状の減災にかかる取組状況等

①情報伝達、避難計画等に関する事項
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■洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及びタイミング

基準水位観測所と水防受け持ち区間

〇千代川、袋川・新袋川では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危
険情報の発表等の洪水予報を実施
⇒洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応
について共有しておく必要がある
○はん濫危険水位は、受け持ち区間内の危険箇所において氾濫がはじ
まる水位を基準水位観測所の水位に換算し、避難に必要な時間を考
慮して設定
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■避難勧告の発令基準

22

○鳥取市の地域防災計画に避難勧告発令の基準が記載。
⇒地域防災計画により具体的に避難勧告の発令の時期や対象地区を記載したり、タイムラインの策定を進める必要がある。

－途中省略－

※タイムライン（防災行動計画）
各主体が迅速で的確な対応をとるために、い
つ、だれが、どのように、何をするかを共通の
時間軸に沿った対応をあらかじめ明確にする
危機管理手法
千代川においては避難勧告等の発令までに
とるべき行動を、鳥取市と河川事務所が整理・
共有している



■避難場所・避難経路（鳥取県庁・市役所周辺拡大図）

23

○鳥取市の地域防災計画において、避難場所、避難所が設定されている。
⇒関東・東北豪雨では、浸水エリア内に避難所が設定されていたため、浸水深が深い避難所の利用ができなかったことを
踏まえ、改めて避難場所、避難所の浸 水深を確認し、適格な避難場所、避難所の設定をすることが必要である。
⇒大規模水害時には、市内の広範囲が浸水する場合等を想定し、市内だけでなく、 隣接自治体等の避難場所への広域
避難や避難経路についても事前に検討・調整しておく必要がある。

※鳥取市「総合防災マップ【２０１２年版】」より抜粋



■住民等への情報伝達の体制や方法

○河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達している。
⇒情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。

ケーブルテレビに河川画像の提供

河川の状況が、自宅でリアルタイムで確認できるため、減災
行動の判断材料になる。

鳥取地区に大雨洪水警報

大
雨
・
洪
水

緊急時

NHKデータ放送の例

ウェブサイトで閲覧できる情報の例

水防団待機水位

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

デジタル放送画面より、千代川の水位を確認できる。
観測値は10分毎に自動受信で更新されるので、リア
ルタイムの水位が確認できる。

川の防災情報
（PC版）http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do
（スマートフォン版）http://www.river.go.jp/s/

鳥取県危機管理ポータルサイト
http://http://www.pref.tottori.lg.jp/kikikanrihp/

鳥取県防災情報
http://tottori.bosai.info/

水位情報や水防予報・警報等がリアルタイムで確認できる。
スマートフォンを利用すれば屋外でも情報の確認が可能。



（２）現状の減災にかかる取組状況等

②水防に関する事項

25



■重要水防箇所

○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水の実績などから、あらかじめ水防上特に注意を要する区間を定め重要度に応じて
重要水防箇所として指定することにより、効率的な堤防点検と被災箇所の早期発見に役立てる。

26

■重要水防箇所延長
重要度A    L = 3.1km
重要度B    L =41.2km
要注意区間 L =28.2km



■河川の巡視

27

○出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施。
⇒堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河川巡視
で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある

班 巡視区域 延長

第１班
（千代水出張所）

千代川（0k000～9k000） 9.0km

第２班
（千代水出張所）

袋川（0k000～3k600） 3.6km

新袋川・袋川（0k000～9k500） 9.5km

第３班
（河原出張所）

千代川（9k000～26k000） 17.0km

八東川（0k000～1k300） 1.3km

河川巡視区域

第1班

第3班

第2班

千代川河川巡視担当区域図



■河川水位等に係る情報提供

28

○河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達している。
⇒ライブ映像をホームページで提供しているが、現在４箇所に限られており、各市町村の防災対策や住民の避難行動の判
断に必要な箇所について、順次拡大する必要がある。
千代川ライブカメラ http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/livecam_river/index.html

河川ライブカメラ映像をHPで公表している箇所



■水防資機材の整備状況

○水防資機材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資機材も、水防計画に基づ
き緊急時に提供している。
⇒水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資機材に係る情報を共有し、適切な配置の検討等
を進める必要がある。

29



（２）現状の減災にかかる取組状況等

③河川管理施設の整備に関する事項

30



■河川管理施設の整備に関する事項

31

大正１５年 捷水路掘削工事着手
→昭和６年 旧河道締切

昭和３年 袋川付替工事着手
→昭和８年 通水

昭和９年～１２年 上流河道工事

○大正７年の洪水を契機として、大正１２年に千代川直轄河川改修事業に着手し、以後、事業は太平洋戦争が始まる昭和
10年代まで順調に進行した。
→現在の千代川下流域の河川の形状はこの頃に概成
○長年の懸案であった河口処理は昭和５８年に付替事業が概成した。

千代川河口付替事業千代川改修計画平面図（大正１２年）

事業着手前（昭和４９年）

事業完了後（昭和５８年）

漂砂による河口
閉塞を防ぐため、
河口を約800m東
へ付替えた

千代川河口から上流へ4kmの
区間は大きく湾曲していたが、
洪水が流れやすいように直線
的に付け替えた

市街地を流れる袋川の氾濫
を防ぐため、袋川を市街地
の南側に付け替えた

昭和４９年 河口付替工事着手
→昭和５８年 概成
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H23



■河川管理施設の整備に関する事項

34

○千代川本川において、堤防の浸透対策、パイピング対策を行う。
○千代川本川上流域について、重点的に流下能力対策を推進する。

＜洪水を安全に流すためのハード対策＞

堤防のかさ上げ

【完成された堤防】【未完成の堤防】

浸透・侵食対策←①
←②

上流地区整備
（次頁参照）

※流下能力が著しく不足している、あるいは漏水の実績があるなど、優先的
に整備が必要な区間について、平成３２年度を目途に堤防のかさ上げや浸
透対策などの対策を実施。





■河川管理施設の整備に関する事項

36

○千代川本川及び袋川において、堤防天端の保護を目的とした舗装を行う。

＜危機管理型ハード対策＞

現在：舗装無（砕石）

※氾濫リスクが高いにも関わらず、当面の間、上下流バランスの観点から堤
防整備に至らない区間などについて、平成３２年度を目途に危機管理型の
ハード対策を実施。



■現状の堤防整備状況

37

凡例

計画断面

暫定堤防

暫々定堤防

○千代川の堤防整備率（計画断面延長÷堤防必要延長）は７２．９％で全国平均の６６．２％を上回っている。
○暫定断面箇所の大半は天端幅不足であり、必要な堤防は概ね確保されている。



（２）現状の減災にかかる取組状況等

④施設運用、氾濫水の排水等に関する事項

38



■施設運用に関する事項 （殿ダムの洪水調節機能）

39

○計画規模の洪水が起こったとき、ダムに流れ込んでくる４００m3/sの水の一部を貯留し、下流に流れる水の量を
１５０m3/s（最大２００ｍ３）まで減らすことで、ダム下流域の安全性を高める。
○殿ダムは洪水調節用のゲートが無い「自然調節方式」のダムであり、洪水時には、ダムの貯水位が「常用洪水吐き」の高さ
まで上昇するとそこから自然に流れ出す仕組みとなっており、下流に流れる水の量はダムの貯水位に応じて変化する。

常用洪水吐きより
自然越流

洪水調節量が多い上位3洪水

年 月 日
最大流入量
（m3/s）

放流量
（m3/s）

調節量
（m3/s）

宮ノ下地点
水位低減効果
（cm）

累計降水量
（mm）

平成25年7月31日～1日
（前線に伴う降雨）

109.9 0.6 109.3 60 117

平成26年6月12日
(前線に伴う降雨）

60.0 1.0
（常用洪水吐からの放流なし）

59.0 17 50.4

平成23年5月28日～6月1日
（台風2号に伴う降雨）

95.6 43.4 52.2 21 226

○平成23年4月の試験湛水完了以降、平成28年6月末までに17回の洪水調節を実施した。



■排水施設、排水資機材の操作・運用 （排水機場）

40

安長雨水ポンプ場 （H11～）
120m3/分（40m3/分×3台）

安長ポンプ場 (S51～）
80m3/分（20m3/分×4台） 吉成ポンプ場 (S63～）

182m3/分（182m3/分×1台）

大杙ポンプ場 (H2～）
244m3/分（122m3/分×2台）

東吉成ポンプ場 (S58～）
376m3/分（188m3/分×2台）

宮長ポンプ場 (H12～）
272m3/分（136m3/分×2台）

幸町ポンプ場 (S61～）
260m3/分（130m3/分×2台）

的場ポンプ場 (H7～）
110m3/分（110m3/分×1台）

秋里ポンプ場 (H26～）
408m3/分（30m3/分×1台, 189m3/分×2台）

西大路排水機場
162m3/分（82m3/分×2台）

洗川排水機場
300m3/分（60m3/分×5台）

倉田排水機場
30m3/分（30m3/分×1台）

清水川排水機場
240m3/分（60m3/分×2台, 120m3/分×1台）

北川排水機場 (H13～）
240m3/分（120m3/分×2台）

古海排水機場
120m3/分（60m3/分×2台）

湯所排水機場 (S57～）
120m3/分（60m3/分×2台）

狐川排水機場 (S52～）
600m3/分（300m3/分×2台）

凡 例
●：国土交通省
●：鳥取県
●：鳥取市

○本川水位の上昇等により支川側に溜った水
（内水）をポンプで本川へ吐き出すため、各
所に排水機（ポンプ）場が整備されている。
⇒外水氾濫時に排水機場等が活用できれば、
浸水範囲や浸水継続時間を減少させ、避難
者数の減少や復旧・復興活動の早期開始に
よる経済被害の軽減に寄与できる。



■排水施設、排水資機材の操作・運用 （浜坂遊水池）

○狐川排水機場（排水能力600m3/分）と浜坂遊水池（貯水量約20万m3）を一体利用することにより、狐川流域の内水被
害を軽減させる。（計算では「１０年に一度の洪水」でも沿川道路の浸水を防ぎ、「５０年に一度」の洪水でも住宅の床上浸
水を防ぐことが出来る。

41

浜坂遊水池

狐川排水機場

狐川水門

浜坂サイフォン

・千代川河口



■排水施設、排水資機材の操作・運用 （県内の災害対策用機械）

42

鳥取県西部総合事務所 ●
■ 日野川出張所

天神川河川防災
ステーション ■

鳥取スノーステーション ■
● 鳥取県庁

● 鳥取市福部総合支所

■ 千代川災害対策用機械格納庫

排水ポンプ車 30m3／min 水中モータ式

排水ポンプ車 30m3／min 水力タービン式

災害対策車 バス型

排水ポンプ車 30m3／min級 超軽量水中ﾎﾟﾝﾌﾟ

排水ポンプ車 30m3／min級 超軽量水中ﾎﾟﾝﾌﾟ

排水ポンプ車 30m3／min級 揚程20m

照明車 2kw×6灯 4×4

照明車 2kw×6灯 4×4

照明車 2kw×6灯 4×4

排水ポンプ車 30m3／min級 超軽量水中ﾎﾟﾝﾌﾟ

照明車 2kw×6灯 排水ポンプ車 30m3／min級 超軽量水中ﾎﾟﾝﾌﾟ

照明車 2kw×6灯

排水ポンプ車 30m3／min級 超軽量水中ﾎﾟﾝﾌﾟ

照明車 2kw×6灯

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機械を扱う職員等への
教育体制も確保し、常時、災害発生時による出動態勢を確保。

凡 例
■：国土交通省
●：鳥取県

鳥取県内の排水ポンプ車等配置図［H28.7.1現在］

排水ポンプ車 照明車



■排水施設、排水資機材の操作・運用 （地整内の災害対策用機械）

43

車両移動用アタッチメント

待機支援車
照明車

照明車
排水ポンプ車
排水ポンプ車
排水ポンプ車

松江国道事務所

照明車
埋設物探査装置

簡易遠隔操縦装置

待機支援車

照明車
照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

衛星通信車

照明車

照明車

照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

橋梁点検車

造水機
衛星通信車
照明車
照明車
照明車

排水ポンプ車
排水ポンプ車
排水ポンプ車
対策本部車

衛星通信車
照明車
照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

照明車

照明車
排水ポンプ車
排水ポンプ車

衛星通信車

１３種類 ８２台

照明車

照明車
照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

排水ポンプ車

機 械 名 台 数

対策本部車 ３

排水ポンプ車 ３３

照明車 ２４

衛星通信車 ５

土のう造成機 １

造水機 ２

応急組立橋梁 ２

橋梁点検車 ２

待機支援車 ３

遠隔操縦装置 ２

埋設物探査装置 ２

分解対応型バックホウ １

車両移動用アタッチメント ２

災害対策用機械配備一覧［H28.4.1現在］

照明車
照明車
照明車

排水ポンプ車

排水ポンプ車 簡易遠隔操縦装置

衛星通信車

分解対応型バック

埋設物探査装置

待機支援車

橋梁点検車
応急組立橋

応急組立橋
造水機

排水ポンプ車
排水ポンプ車

排水ポンプ車

土のう造成機
対策本部車

対策本部車

照明車による状況監視排水ポンプ車による排水 応急組立橋梁

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機械を扱う職員等への
教育体制も確保し、常時、災害発生時による出動態勢を確保。



（２）現状の減災にかかる取組状況等

⑤防災教育に関する事項

44



■防災教育に関する事項

45

○鳥取県教育委員会が「学校の安全教育推進委員会」を設置しており、これに鳥取県関係課、鳥取気象台等が参画して
避難訓練や授業を利用した防災教育等に取り組んでいる。

鳥取県学校の安全
教育推進委員会

鳥取型防災教育の手引き（第２版）

資料作成・修正

各学校が自ら行う
防災教育に活用

学校

学校での防災教育

講義に対して学校か
らの意見・感想等

資料の
再検討・修正

資料修正の提案

県学校防災アドバ
イザーの講義



■防災教育に関する事項

46

○鳥取市、鳥取県、気象台、国土交通省において、住民等からの要請により出前説明会を実施。
○平成25年に全国に先駆けて「鳥取県手話言語条例」が制定されたことから、鳥取県聴覚障害者協会や地域の手話サー
クルと一緒に「防災サイン」を作成し、地域の交流会等をとおして「防災サイン」の普及に取組んでいる。 ・・・など

千代川合同点検（現地調査）
（平成27年12月13日）

防災サイン 地域の交流会での紹介
（平成27年9月24日）

出前説明会（参考） 千代川合同点検（概要説明）
（平成27年12月13日）


